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緒   言 
遺伝子・核酸は、次世代医薬品として、ワクチン、酵素補充療法、遺伝子疾患治療などへ














モデルとしてホタルルシフェラーゼをコードした mRNA を用いた。PEI、γ-PGA を様々な







結   果 
粒子径や表面電荷、安定性などの物理化学的特性を基に適正な mRNA/PEI 複合体および
mRNA/PEI/γ-PGA 複合体を調製した。mRNA と PEI、γ-PGA を電荷比 1:8:0 または 1:8:12 で
混合することで、粒子径が 46.3 nm で表面電荷が+47.4 mV の mRNA/PEI 複合体と粒子径が



















以上、mRNA を細胞内・臓器に送達してタンパク質を発現できる安全性の高い DDS の開
発に成功した。 
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